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１．は じ め に
　平成２７年１２月に、「これからの学校教育を担う教
員の資質能力の向上について」１）を中央教育審議会
（以下中教審）は答申した。その中で、教員養成の
段階においては、「実践的指導力の基礎の育成」が
課題としてあげられている。
　長崎県内において保健体育教員を養成する教職課
程を設置する高等教育機関は、長崎大学と長崎国際
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Abstract
This report is a summary of record on which Nagasaki International University and Nagasaki University 
held a joint workshop on physical education class in ２０１７.　The workshop aimed to promote teacher training 
improvement for the faculty and students in a teacher training course.　In the workshop, ６ faculty members 
and ４６ students participated and conducted ４ trial teaching sessions and reflection sessions.　 Based on 
evaluations of the trial teaching sessions and reflection sessions, there were achievements in improving the 
practical ability of the participants’ teaching skills through active discussions.
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要　旨
本稿は、２０１７年６月に実施された長崎国際大学・長崎大学体育授業研究会の実施をもとにした複数大学による
授業研究会についての事例報告である。本研究会は、保健体育教職課程に属する教員、学生の当該領域に関わる
知識、実践能力の向上を図るために実施した。研究会では、二大学の教員６名と学生４６名が参加し、四コマの模
擬授業と反省会を行った。模擬授業の評価としては、おおむね高い評価があり、また反省会においては活発な議
論のもとで参加者の知識、実践能力の向上に一定の成果をみることができた。
キーワード
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事　例　報　告 
大学の二校ある。これまでも教職課程を担当する教
員個別間での研究交流は進められてきたが、教育交
流や連携した地域貢献については活発な交流は行わ
れていなかった。そこで、保健体育教員養成に関す
る研究・教育の推進を目的として、長崎国際大学・
長崎大学保健体育授業研究会を開催した。本稿では、
当該研究会活動について報告する。
２．研究会の概要
２.１　実施目的
　研究会の目的を、保健体育科教育法を担当する教
員の研究・教育の交流および推進、教職課程学生の
保健体育科教育に関わる思考力・判断力・表現力、
実践能力等の向上を図ることと設定した。目的につ
いては、事前に参加する教員、学生に説明し、趣旨
に賛同する者の参加を募った。
２.２　実施日程・場所
　研究会は、平成２９年６月１０日に実施した。研究
会の実施場所は、長崎国際大学（長崎県佐世保市ハ
ウステンボス町）の体育館およびグランド、そして
教室を利用した。模擬授業は、体育館、グランドで
行い、各授業反省会は体育館において、全体討議は
教室を利用した。
２.３　参加者
　研究会への参加者は、中学校教諭及び高等学校教
諭免許教職課程（保健体育）に配置される保健体育
科教育法を担当する教員６名、教職課程（保健体育）
に所属する学生４６名であった。内訳は次の通りであ
る。
　長崎国際大学教員３名：宮良俊行（スポーツ
マネジメント）、元嶋菜美香（スポーツ心理学）、
田井健太郎（体育哲学）
　長崎大学教員３名：河合史菜（保健体育科教
育学）、久保田もか（運動学）、高橋浩二（体
育哲学）
　長崎国際大学学生２６名（２年生１０名、３　 年生
１３名、４　 年生３名）
 長崎大学学生２０名（２年生１２名、３　 年生８名）
２.４　実施スケジュール
　研究会は、開会式、模擬授業４時間（器械体操：マッ
ト運動、ダンス：フォークダンス、体つくり運動：
体力を高める運動、球技：ベースボール型（ソフト
ボール））および反省会、全体討議、閉会式をもっ
て構成した（表１）。開会式では、研究会実施趣旨・
スケジュールの説明、教員の紹介、評価尺度や動画
撮影の説明および研究利用への同意確認を行った。
全体討議では、授業計画、授業展開、および授業研
究会への感想、意見を参加者間で共有した。
２.５　模擬授業
　模擬授業は、長崎国際大学、長崎大学の教職課程
（保健体育）所属学生のうち、計４名が中学生を対
象とした５０分授業を実施した。それぞれの模擬授業
は、所属学生の中から主授業担当者１名、授業支援
者（以下 TT）２名、生徒役３５名をめやすに設定し
た。その他に、動画撮影３名、観察者３名を配置し、
教員は全ての模擬授業にあたって観察者として参加
した。授業計画の作成にあたっては、両大学の保健
体育科教育法を担当する教員（長崎国際大学：田井、
長崎大学：河合）が事前に指導を行い、安全確保の
ため必要に応じて予備授業を実施した。
　観察者は、「意欲的学習」、「教師の相互作用」、「授
業の勢い」、「学習環境」、「効果的学習」の観点から
観察した２）。模擬授業実施後には、生徒役、観察者
別の授業評価シートに記入し、その後模擬授業に対
する反省会をそれぞれ２０分実施した。
124
田井健太郎，河合史菜，元嶋菜美香，久保田もか，高橋浩二，宮良俊行
写真１　開会式
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表１　長崎大学・長崎国際大学　保健体育授業研究会スケジュール３）
写真２　模擬授業１（器械運動：マット運動） 写真３　模擬授業２（ダンス：フォークダンス）
２.６　模擬授業反省会
　各模擬授業の実施後に５グループ（１グループ８
名～１０名）の編成で反省会を実施した。各グループ
の担当として教員を配置した。各グループは、所属
大学、学年をおおよそ均等にわかれるように組み、
反省会毎に編成し直した。またグループ構成は、可
能な限り授業担当者（主担当、TT）、観察者が分か
れるように配慮した。
　反省会の進行方法は、各グループの教員に一任し、
ファシリテーターを教員が担当するグループ、学生
がファシリテーターを担当するグループなど進行方
法は多様であった。
　各模擬授業の実施後には、単元計画及び学習指導
計画案を配布し、授業担当者及び生徒役には「形成
的授業評価（１０項目）」、「授業を受けての感想（省察）」、
各反省会の実施後には「反省会を終えての感想（省
察）」を記入させた（図１）。動画撮影者を含めた観
察者には、各模擬授業の実施後に「観察者用授業評
価（１６項目）」、「授業を受けての感想（省察）」、各
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写真８　全体討議２
写真５　模擬授業反省会１ 写真７　全体討議１
写真６　模擬授業反省会２
写真４　模擬授業３（球技：ベースボール型）
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反省会の実施後に「反省会を終えての感想（省察）」
を記入させた（図２）。模擬授業を検討した結果、
リフレクションシートの省察内容についての詳細な
検討も他稿に譲る。
３．まとめと今後の課題
　本研究会で実施された模擬授業、反省会、全体討
論の評価の詳細な結果、および研究課題への考察に
ついては、他稿をもってその詳細を明らかにしたい。
ここでは、まとめにかえて研究会実施の総括と今後
の課題について触れておく。
　本研究会の目的の一つとした県内二大学の教員、
学生の研究・教育の交流および推進については、一
定の成果をあげられたと考える。各振り返りセッショ
ンでは、教員・学生、学年、所属を超えて活発な議
論が行われた。すべてのスケジュールを終えた後の
最終シートの記述においても、多様な指導観、理想
の教師像、指導方法、指導案フォーマット、知識に
触れたことが述べられ、大学間交流について成果が
あったように思われる。両大学とも教科の指導法を
担当する教員は３名程度であり、指導観、教育方法
について単一大学で多様性を追求することは難しい。
他大学の教職課程担当の教員を交えた議論は、学生
がより多くの指導観や教育方法に触れる機会となり、
幅広い「授業成果に関する観察ポイント」４）を獲得
できる可能性がある。また教員にとっては、自学の
強みや課題が明確化され、保健体育教員養成を改善
する機会となろう。
　また、教職課程学生の思考力・判断力・表現力、
実践能力の向上という目的に関しても、模擬授業担
当学生を中心に成果があったと感じられる。学内で
の模擬授業への準備と異なり、生徒役の運動能力や
個性が事前に詳細に把握できないために、担当者は、
幅広い技能の生徒に対応できる指導案作りを心掛け
た５）。本来の教育実践においても、単元によって生
徒の技能は様々であり、指導内容やフィードバック
の多様さは重要である。授業計画作成や授業反省会
ではこうした点で、各々の思考力を高めるトレーニ
ングになった。その後の教科教育法の授業などでは、
模擬授業の授業計画においてめあての多様化がみら
れたり、定型化していた学習活動への見直しが行わ
れたりなど、教授技術への視点で大きな変化がみら
れている。
　そして、研究会後の参加学生の教職へのモチベー
ションが大きく向上したことも本研究会の成果とし
てあがられる。県内で同じ目標をもって学ぶ仲間へ
の意識は、両大学学生に思った以上の刺激となった。
本研究会の目的には設定していなかったが、最も大
きな成果であったかもしれない。
　今後の課題としては、新たな教育課題（アクティ
ブラーニング、ICT を活用した指導法など）６）に対
応した授業展開の検討、教育委員会および教育現場
との連携があげられる。平成２７年１２月に中教審より
答申された「新しい時代の教育や地方創生の実現に
向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推
進方策について」７）においては、地域の様々な機関
や団体等がネットワーク化を図りながら相互に協力
し、地域全体で学びを展開していく体制の構築を目
指すことが謳われている。長崎県内において、本研
究会を企画した二大学は、それぞれの地域において
ネットワークを構築し、総合的な体制づくりに向け
た取り組みを行ってきた。しかしながら、教員養成
の分野では同一の達成目標を有しながら、具体的な
教育・研究の交流機会は限られたものであるように
思われる８）。高等教育機関に求められる「地域発展」、
「産学、大学間連携」、「教育の質的転換」などの課
題を想定し、二大学を中心にこれからの大学と地域
の連携・協働の基盤となることを期待する。
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